
京都工学院高校・伏見工業高校ラグビー部ＯＢＯＧ会団体規約 

 
（適用の範囲） 
第１条 本会は、京都工学院高校・伏見工業高校ラグビーＯＢ及ＯＧに適用し、

この会則による。 
 
（目的） 
第２条 ＯＢ及びＯＧ（以下［本会］という。）は、京都工学院高校・伏見工業

高校ラグビー部の、事業に積極的に協力し、ラグビー部の発展に寄与

する事を目的とする 
 
（名称） 
第３条 本会は、京都工学院高校・伏見工業高校ラグビー部ＯＢＯＧ会と称す

る。 
 
（事務所の所在地） 
第４条 本会は、事務所を京都市伏見区深草西出山町２３ 

京都工学院ラグビー部内に置き、事務局は別に定める事ができる。 
 

 （事業） 
第５条 本会は、第２条の目的を達成する為に、次に挙げる事業を行う。 

（１）相互の親睦と向上の為の行事を開催する事。 
（２）前各号に挙げるもののほか、本会の目的を達成する為に必要 

な事業を行う事。 
 

（会員の資格） 
第６条 本会の会員は、伏見工業高校ラグビー部及び京都工学院高校ラグビー

の卒業生とする。 
 
（加入） 
第７条 本会の資格を有する者は、卒業年の４月２日より加入とする。 
 
（会計） 
第８条 本会の事業年度は、毎年７月１日より翌年６月３０日までとし、会計 

年度も同じとする。 



（１）本会の経費は、会費、特別会費（カンパ等）及びその他の収入 
を持って充てる。 
 

（会費） 
第９条 会費は、毎年所定の金額の会費を納入するものとする。 
 

(１) 会員は次の通り、年会費を納入しなければならない。 
       会費  金 １０，０００円 
      （但し学生及び卒業後４年間は年会費５，０００円とする。） 

(２)  必要に応じて要請のあった場合はできる限りカンパに協力する。 
       カンパ金額は必要に応じて定める。 
 

 
（脱会） 
第１０条 会員は、次の場合には脱会する。 

（１）死亡した場合 
（２）除名された場合 

 
 (届出) 
第１１条 会員は、次の各号に該当する時は、その旨を事務局に届けなければ

ならない 
（１）氏名又は住所、電話番号等に変更があった時 
（２）勤務先の名称及び所在地に変更があった時 

 
（役員及び幹事会等） 
第１２条 本会には、会長及び幹事委員７名以上３０名以内と監査委員２名を 
     置く。 

（１）幹事委員は、幹事委員の中より、副会長３名、幹事長１名 
幹事長代理１名、代表幹事５名、事務局長１名、会計１名 
（兼務可）を互選する。 

（２）委員会は、会長及び幹事委員を持って構成する。 
 

 （会長及び幹事委員、監査委員の職務） 
第１３条 （１）会長は会を代表し会を統括する。 
     （２）副会長は、会長を補佐し会長に事故のある時は、予め会長の

定めた順位に従い、その職務を代行する 



     （３）幹事長は、幹事会を統括する。 
     （４）副幹事長は、幹事長を補佐し幹事長に事故のある時は、その

職務を代行する。 
     （５）事務局長は事務を統括する。 
     （６）会計は、経理を司どる。 
     （７）監査委員は、本会の業務及び会計の状況を監査し、監査の結

果を総会で報告する。 
     （８）代表幹事は、幹事会において専任し幹事委員を代表し幹事会

を積極的に運営する。 
 
（会長及び幹事委員の任免） 
第１４条 （１）会長は本会の総会において選任又は解任する。 

（３）幹事委員は会長権限において選任及び解任する。 
 

（会長及び幹事委員の任期） 
第１５条 （１）会長及び幹事委員の任期は、２年とする。ただし、再任され

る事ができる。 
     （２）任期の満了又は、辞任によって退任した会長及び幹事委員は、

近々の総会及び幹事会まで引き続きその職務を行うものとす

る。 
     （３）補欠で選任された会長及び幹事委員は、前任者の残任期間と

する。 
 
（総会） 
第１６条 （１）総会は、通常総会、臨時総会の２種とし会長が招集する。 
     （２）通常総会は、毎年１回。臨時総会は、会長が必要と認めた時

に幹事委員会の同意を得て開催する。 
     （３）総会は、出席者のみで行う。出席者の２／１以上で議案は成

立する。 
     （４）総会の議長は、出席者の承認を得て幹事委員がこれを司る。 
 
（総会の決議事項） 
第１７条 この規約で別に定めるもののほか、次の事項は総会の議決を経なけ

ればならない。 
     （１）規約の制定変更又は廃止 
     （２）収支予算並びに会費の決定又は変更 



     （３）収支決算の承認 
     （４）会長の選任 
 
（幹事委員会） 
第１８条 本会に、幹事委員会を置く。 
     （１）幹事委員会は、会長、幹事長及び全幹事委員の会員を持って

組織する。 
     （２）幹事委員会は、会長、幹事長が必要と認めた時に開催する。 
 
 (顧問及び参与) 
第１９条 本会に顧問及び参与を置く事ができる。 
     （１）顧問及び参与は、幹事委員会の同意を得て会長が委嘱する。 
     （２）顧問及び参与は、会長が必要とする場合は幹事委員会及び総

会に出席し意見を述べる事が出来るが、議決権は有しない。 
 
（戒告及び除名） 
第２０条 この規約に違反し、又は本会の体面を汚す行為のあった会員に対し 
     ては、幹事委員会の決議を経て戒告又は除名する事ができる。 
 
（プロジェクトチームの設置及び解散） 
第２１条 （１）会長は幹事会の承認を得てプロジェクトチームを設け特別の

事業を担当させる事が出来る。 
     （２）プロジェクトチームは、設置の目的が消滅したときは、幹事

会の議決により解散する。 
 (通常総会日) 
第２２条 通常総会は毎年８月の第一日曜日に行う。 
 
 (附則) 
（実施の時期） 
 １  この規約は昭和６０年７月１日から実施する。  
 ２  この規約の一部改正は、平成７年８月１日から実施する。 
 ３  この規約の一部改正は、平成１０年８月１日から実施する。 
 ４  この規約の一部改正は、平成１２年８月７日から実施する。 
 ５  この規約の一部改正は、平成２９年７月３０日から実施する。 
    （第４条の住所を変更） 
 ６  この規約の一部改正は、平成３０年７月２９日から実施する。 



    （第６条の変更） 
       
 7 この規約の一部改正は、令和元年７月２８日から実施する。 
    （第１条の但し書の変更） 
 
 
 
 

以下余白 
 


